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研究成果の概要（和文）：慢性虚血モデルラットに対するHMGB1投与は側頭筋を用いた間接血行再建において、
血管新生を増強した。Wistar Kyotoラットにおけるうつ様行動は、側脳室内へのカプセル化ラット由来骨髄間質
細胞移植により、有意な改善を示した。うつ様行動の改善は、細胞移植によってもたらされる海馬での神経新生
増強と関係した。脳梗塞モデルラットに対するヒト骨髄由来多能性幹細胞移植研究で、脳内直接移植とカプセル
化細胞移植どちらの方法でも運動機能改善および脳梗塞体積縮小をもたらした。カプセル化細胞移植において生
存細胞数増加により、強い神経新生増強効果を確認した。うつ様行動は両治療群で改善を示し、有意差は無かっ
た。

研究成果の概要（英文）：HMGB1 (High Mobility Group Box-1) administration enhanced angiogenesis in 
indirect vascular reconstruction for chronic ischemia model rats. Depression-like behavior of Wistar
 Kyoto rats were improved by encapsulated rat bone marrow-derived mesenchymal stromal cell 
transplantation into the lateral ventricle. The improvement of depression-like behavior were related
 to enhanced neurogenesis in the hippocampus. 
 Encapsulated transplantation and direct transplantation of human bone marrow-derived multipotent 
stem cells into the brain showed motor function recovery and reduction of the infarct volumes. In 
encapsulated cell transplantation group, stronger neurogeneic potentials were shown by the increase 
of surviving cells. Depression-like behavior was improved in the both treatment groups without 
significant differences. 

研究分野： 脳神経外科学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
カプセル化細胞移植により、長期間の細胞生存が見込まれ、それにより神経新生が増強されたことは、実臨床の
移植方法を考える上でも有益な情報である。また、直接細胞移植と同等の治療効果がカプセル化細胞移植で示さ
れたことは、骨髄由来の様々な細胞が実臨床で用いられているが、その治療効果として様々な栄養因子が極めて
大きな役割を果たしているということを示している。うつ様行動が細胞移植によって改善を示したことは、多く
のうつ病患者の新しい治療として、細胞療法が重要な役割を果たすことを明らかにしており、今後の臨床応用へ
の重要な一歩になったと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

研究開発当初の段階で、我々は、長年中枢神経系疾患に対する再生医療研究を行っていた。脳神経外科

臨床の現場では多くの脳卒中患者の治療に当たり、2016 年からは、頭部外傷患者に対する細胞移植の

国際共同研究にも参画中であった。脳梗塞に対するいくつかの臨床研究が本邦でも始まっていた。我々

は、ヒト間葉系幹細胞由来である hMPSC を基礎研究で用いる機会を得て、学内で動物実験計画の承認

後、hMPSC を利用できる準備が整っていた。 

 研究開始当初の段階で、凍結保存後溶解された細胞の直接移植とカプセル化移植について、治療効

果を検討した研究は存在していなかった。実臨床において細胞治療の可能性が広がる中にあり、実際

の投与方法に準じて移植方法を比較する意義は大きいと考えていた。本研究は、脳梗塞後運動機能評

価・脳梗塞体積・脳梗塞後神経新生・脳梗塞後うつ症状に対する細胞治療の作用機序に迫ることを目標

として開始された。

 

２．研究の目的 

本研究では、脳梗塞モデル動物に対して、凍結保存され解凍された hMPSC の直接脳内移植とカプセ

ル化細胞移植の治療効果を比較検討し、さらにうつ様症状に及ぼす影響を明らかにすることを目的

とする。カプセル化細胞移植では移植細胞と周囲の神経組織の直接接触が無いため、治療効果があ

るならば、それは移植される分泌される栄養因子などによる効果と断定できる。また、脳梗塞後の

抑うつ状態を含む精神症状は、臨床上、患者の回復を妨げる因子である。どのような機序でうつ症

状が現れ、治療介入がどのような効果をもたらすのかを明らかにする基礎研究は非常に意義深いと

考える。 

 

３．研究の方法 

本研究を 3 年間に分けて行ううちに、研究の発展に従い、当初行う予定であった研究以外も派生的

に行った。 

A. 内頚動脈閉塞による慢性脳虚血モデルラットを用いて、間接血行再建術を行った。High-

Mobility Group Box-1 を併用することにより、血管新生が増強するかどうかを行動学的・組織学的

に評価した。 

B. うつ様行動を呈する Wistar Kyoto ラットに対して、脳内直接移植あるいはカプセル化細胞移植

を行った。細胞としては、ラット由来の骨髄間質細胞を用いた。行動学的評価・組織学的評価を行

った。 

C. 当初研究予定の研究であり、hMPSC を用いて、一過性中大脳動脈閉塞による脳梗塞モデルラッ

トに対して、脳内直接移植あるいはカプセル化細胞移植を行い、治療効果を検討する。以下、方法

を少し詳しく項目別に記載する。 

1．hMPSC を凍結後速やかにカプセル化し、in vitro, in vivo に細胞生存を確認する。 

2．一過性中大脳動脈閉塞（90 分）による脳梗塞モデルラットを作製し、運動機能とうつ

様症状を行動学的に確認する。 

3．脳梗塞モデル作製に際し、血流遮断時の脳血流低下をエコーで計測・記録する。 

4.  Nissl 染色、H&E 染色、MAP2 染色などを用い、脳梗塞の範囲・部位を確認し、運動機



 

 

能とうつ様症状との関係を明らかにする。 

5．脳梗塞モデルラットに hMPSC を直接、あるいはカプセル化細胞の形で、移植する。対

照群もそれぞれに対して作製し、運動機能、うつ様症状、組織学的評価を行う。 

6. 神経新生の程度、神経前駆細胞の遊走も組織学的に評価する。屠殺の 48時間前からBrdU

（bromodeoxyuridine）を 5 回腹腔内投与して増殖細胞を標識する。 

7. 栄養因子、炎症性サイトカイン、免疫担当細胞、ストレス関連臓器などについて評価す

る。 

8．全ての個体の詳細なデータを入手し、個体ごとの体重変化、脳血流低下、梗塞範囲・部

位、運動機能、うつ様症状、神経新生の変化、免疫・ストレス関連の影響の相関性を評価

する。 

 

４．研究成果 

A. 慢性虚血モデルラットに対する HMGB1 投与は側頭筋を用いた間接血行再建において、

血管新生を増強した。（Nishihiro S, et al. Neuromolecular Med 2019) 

B.  Wistar Kyoto ラットにおけるうつ様行動は、側脳室内へのカプセル化ラット由来骨髄

間質細胞移植により、有意な改善を示した。また、うつ様行動の改善は、細胞移植によって

もたらされる海馬での神経新生増強と関係した。(Kin K, et al. Psychiatry 2020) 

C.  脳梗塞モデルラットに対する hMPSC 直接脳内移植 vs. カプセル化細胞移植  

3 年間にわたり、様々な研究を行った。 

まず hMPSC は脳内直接移植、カプセル化細胞移植どちらの方法によっても、運動機能改

善および脳梗塞体積縮小をもたらしたが、２治療群間に有意差はみられなかった。一方、神

経新生増強に関しては、カプセル化細胞移植において有意な強い治療効果を確認すること

ができた。その作用機序としては、移植後 1 週間・2 週間における生存細胞数に差異が認め

られたことが関係するかもしれない。すなわち、移植細胞から、より長期間にわたり栄養因

子を宿主脳内に供給することができたことが、カプセル化 hMPSC 移植による優位性の源

となっているかもしれない。うつ様行動に関しては、どちらの治療群も若干の改善を示した

が、両群間の差異はなく、引き続き検討を続けている。本研究において、脳梗塞体積と行動

学的評価は強い相関性を示し、神経新生の増強程度が増すほど、行動学的評価は改善し、脳

梗塞体積が縮小していることが示された。これは、本研究データ全体の信頼性を示すもので

あると考えている。2021 年の日本脳神経外科学会学術総会で演題発表し、現在、Stem Cellls

誌への論文投稿中である。 
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第45回日本脳神経外傷学会（現地・Web併催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

石灰化を伴う限局性皮質形成異常type IIに類似した結節性硬化症の1例

軸椎歯突起骨折を含む頚椎骨折に対する保存的治療

神経症状の急激な悪化のため早急に手術し、予後良好であった非骨傷性頚椎疾患症例の検討

急速に両下肢麻痺が進行した複雑な胸腰髄動静脈短絡疾患の1例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第51回日本脳卒中の外科学会学術集会：STROKE 2022（現地・Web併催）

第51回日本脳卒中の外科学会学術集会：STROKE 2022（現地・Web併催）

第44回日本脳神経外傷学会（現地・Web併催）

平松匡文、杉生憲志、安原隆雄、菱川朋人、春間　純、村井　智、西　和彦、山岡陽子、佐藤　悠、胡谷侑貴、枝木久典、木村　颯、伊達
勲

菱川朋人、村井　智、平松匡文、春間　純、西　和彦、胡谷侑貴、佐藤　悠、安原隆雄、杉生憲志、清水一好、小林　求、中川　晃、大野
彩、堀田勝幸、森松博史、伊達　勲

安原隆雄

安原隆雄

第14回日本整容脳神経外科学会（Web開催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Lateral spinal artery正常解剖と頭蓋頚椎移行部動静脈瘻におけるlateral spinal arteryの温存の重要性

アデノシンを使用した未破裂脳動脈瘤クリッピング術の安全性の検討

脊椎・脊髄外傷　これだけは知っておきたい！（教育講演）

脳神経外科・脊椎脊髄外科領域における手術の工夫（ランチョンセミナー）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回日本脊髄外科学会（現地・Web併催）

第39回ニセコカンファレンス（現地・Web併催）

第21回日本分子脳神経外科学会（Web開催）

 ３．学会等名

安原隆雄

安原隆雄

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高見俊宏、安原隆雄、尾原裕康、金　彪

佐々田晋、守本　純、水田　亮、細本　翔、外間まどか、小川智之、安原隆雄、小林和樹

第36回日本脊髄外科学会（現地・Web併催）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脊椎脊髄診療に軸足を置いた脳神経外科

基礎研究ー臨床研究ー実臨床　つながる脳神経外科：ベリプラスト(R)Pコンビセットの使用法も交えて（イブニングセミナー）

脊髄腫瘍手術における技術的費用試算（シンポジウム）

ハングマン骨折に対して内固定を行い、良好な骨癒合が得られた1例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第49回日本脳卒中の外科学会学術集会：STROKE 2020（Web開催）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第89回（一社）日本脳神経外科学会中国四国支部学術集会（Web開催）

川上真人、平松匡文、安原隆雄、杉生憲志、菱川朋人、高橋　悠、村井　智、西　和彦、山岡陽子、伊達　勲

安原隆雄、馬越通有、菱川朋人、黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、平松匡文、島津洋介、佐々木達也、春間　純、伊達　勲

安原隆雄、亀田雅博、河内　哲、藪野　諭、菱川朋人、平松匡文、西廣真吾、黒住和彦、杉生憲志、伊達　勲

平松匡文、菱川朋人、安原隆雄、高橋　悠、村井　智、西　和彦、山岡陽子、杉生憲志、伊達　勲

第33回日本老年脳神経外科学会

第45回日本脳卒中学会学術集会：STROKE 2020（Web開催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

巨大小脳動静脈奇形に対する経動脈塞栓術により合併した脊髄空洞症の改善を認めた1例

80歳以上の高齢者脊椎症例に対する手術─周術期の問題点と周術期管理センターの有用性─（シンポジウム）

脳虚血に対する基礎研究─我々の経験と今後の展望─

Fusion画像を用いた頭蓋内・脊髄動静脈瘻の直達術前シミュレーション

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本脳卒中の外科学会学術集会：STROKE 2020（Web開催）

第49回日本脳卒中の外科学会学術集会：STROKE 2020（Web開催）

第29回脳神経外科手術と機器学会

平松匡文、石橋良太、高井洋樹、村井　智、鈴木越治、宮崎裕子、高橋　悠、木谷尚哉、菱川朋人、安原隆雄、杉生憲志、伊達　勲

村井　智、平松匡文、石橋良太、高井洋樹、鈴木越治、山岡陽子、西　和彦、高橋　悠、菱川朋人、安原隆雄、杉生憲志、伊達　勲

黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、島津洋介、坪井伸成、安原隆雄、伊達　勲

島津洋介、藤井謙太郎、黒住和彦、安原隆雄、竹内加恵、小銭知代、山岡純三、伊達　勲

第29回脳神経外科手術と機器学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

岡山県における脊椎脊髄動静脈シャント疾患の悉皆調査

岡山県における脳脊髄動静脈シャント疾患の悉皆調査（シンポジウム）

フルHD・4K・8Kシステムによる内視鏡下経鼻的経蝶形骨洞手術（シンポジウム）

当院でのNovo TTF-100A（オプチューン）治療における整容面に配慮し多職種間の連携



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会（Web開催）

第27回一般社団法人日本神経内視鏡学会（現地・Web併催）

第63回日本脳循環代謝学会学術集会（現地・Web併催）

 ３．学会等名

亀田雅博、黒住和彦、藤井謙太郎、島津洋介、石田穣治、安原隆雄、市川智継1,、小野成紀、伊達　勲

西　和彦、木谷尚哉、杉生憲志、菱川朋人、安原隆雄、平松匡文、西廣真吾、高橋　悠、村井　智、山岡陽子、佐藤　悠、胡谷侑貴、伊達
勲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐々木達也、細本　翔、岡﨑洋介、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

安原隆雄、馬越通有、伊達　勲

第29回脳神経外科手術と機器学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

小児脳室内・脳室近傍腫瘍による閉塞性水頭症に対する第3脳室底開窓術の長期成績─成人症例との比較から─（シンポジウム）

ラット中大脳動脈閉塞モデルにおけるcrossed cerebellar diaschisis

てんかん外科手術における慢性頭蓋内電極留置を安全、確実に行うための工夫

頚椎症性脊髄症に対する治療戦略─椎弓形成術者の立場から─（主題）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第35回日本脊髄外科学会（Web開催）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回日本脊髄外科学会（Web開催）

安原隆雄、馬越通有、河内　哲、藪野　諭、菅原千明、伊達　勲

馬越通有、安原隆雄、佐々木達也、村井　智、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

河内　哲、安原隆雄、平松匡文、馬越通有、冨田陽介、藪野　諭、亀田雅博、菱川朋人、杉生憲志、伊達　勲

藪野　諭、安原隆雄、亀田雅博、菅原千明、河内　哲、冨田陽介、馬越通有、伊達　勲

第35回日本脊髄外科学会（Web開催）

第35回日本脊髄外科学会（Web開催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

大学病院脳神経外科脊椎脊髄外科医の臨床・教育・研究・学会・私生活

脊椎手術後のパーキンソン病患者の術後転帰の予測因子

当科における脊髄硬膜・硬膜外動静脈瘻の治療戦略

脊髄悪性神経膠腫の治療

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回日本脊髄外科学会（Web開催）

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

菅原千明、安原隆雄、馬越通有、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

堀　佑輔、安原隆雄、菱川朋人、伊達　勲

安原隆雄、馬越通有、菱川朋人、亀田雅博、藤井謙太郎、平松匡文、島津洋介、佐々木達也、春間　純、森松博史、伊達　勲

木谷尚哉、杉生憲志、菱川朋人、安原隆雄、平松匡文、西廣真吾、高橋　悠、村井　智、伊達　勲

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

80歳以上の高齢者脊椎症例に対する手術周術期の問題点と対策

クリーブランドクリニック脳神経外科─臨床リサーチフェローの生活─（シンポジウム）

80歳以上の超高齢者脊椎脊髄症例に対する手術─周術期の問題点と周術期管理センターの有用性─

ラット中大脳動脈閉塞モデルにおけるcrossed cerebellar diaschisis 小脳血流と遺伝子発現解析



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

 ３．学会等名

菅原千明、安原隆雄、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

細本　翔、佐々木達也、金　一徹、桑原　研、岡崎洋介、藪野　諭、河内　哲、冨田陽介、馬越通有、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

河内　哲、安原隆雄、亀田雅博、馬越通有、冨田陽介、藪野　諭、菅原千明、伊達　勲

藪野　諭、安原隆雄、亀田雅博、菅原千明、河内　哲、冨田陽介、伊達　勲

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脊椎脊髄腹臥位手術における整容面の工夫

迷走神経求心路刺激・遠心路刺激のパーキンソン病モデルラットに対する有効性

脳梗塞モデルラットに対するカプセル化SB623脳内移植による治療効果の検討

脊髄悪性神経膠腫の治療

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

岡崎洋介、佐々木達也、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、上利　崇、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

山岡陽子、土方保和、安原隆雄、杉生憲志、菱川朋人、平松匡文、春間　純、高橋　悠、村井　智、西　和彦、佐藤　悠、胡谷侑貴、伊達
勲

駿河和城、安原隆雄、河内　哲、馬越通有、冨田陽介、藪野　諭、亀田雅博、伊達　勲

外間まどか、佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、小林勝之、伊達　勲

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

（一社）日本脳神経外科学会第79回学術総会（現地・Web併催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

当院における小児のてんかん外科手術51症例の治療成績と精神発達の変化の検討

未破裂脳動脈瘤開頭術後慢性硬膜下血腫発生と脳萎縮の関連性の検証

脊椎脊髄悪性リンパ腫の4例

徐波睡眠期持続性棘徐波をもつてんかん（CSWS）に対する脳梁離断術の有用性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回日本外科感染症学会総会（Web開催）

一般社団法人日本コングレス・コンベンション・ビューロー（JCCB）特別企画セミナー─Withコロナ時代におけるMICEの促進について─
（Web開催） オンライン

第90回（一社）日本脳神経外科学会中国四国支部学術集会

安原隆雄、井川房夫、伊達　勲

安原隆雄

駿河和城、佐々木達也、米田　哲、亀田雅博、安原隆雄、柴田　敬、小林勝弘、伊達　勲

佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

第44回日本てんかん外科学会（Web開催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脳神経外科領域のSSIとその対策（シンポジウム）

ハイブリット開催の事例（国内会議）─日本脳神経外科学会第79回学術総会─

頭部外傷後West症候群に対して半球離断術を施行した1例

限局性皮質異形成に対するてんかん外科手術の手術成績と発作時頭蓋内脳波の検討



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本てんかん外科学会（Web開催）

第60回日本定位・機能神経外科学会（Web開催）

第60回日本定位・機能神経外科学会（Web開催）

 ３．学会等名

佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、上利　崇、伊達　勲

細本　翔、佐々木達也、金　一徹、桑原　研、岡崎洋介、亀田雅博、安原隆雄、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

細本　翔、佐々木達也、岡崎洋介、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

岡﨑洋介、佐々木達也、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

第44回日本てんかん外科学会（Web開催）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

多機能を有する脳深部刺激療法デバイスの最適な刺激設定と調整法の検討（シンポジウム）

迷走神経求心路刺激・遠心路刺激のパーキンソン病モデルラットに対する有効性

側頭葉てんかんの術後成績と再発例に対する再手術の検討

当院における小児のてんかん外科手術の治療成績と神経発達の変化の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第15回日本てんかん学会中国・四国地方会（Web開催）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回日本定位・機能神経外科学会（Web開催）

岡崎洋介、佐々木達也、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、秋山麻里、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

木村　颯、佐々木達也、兵頭勇紀、岡崎洋介、細本　翔、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、伊達　勲

河内　哲、安原隆雄、亀田雅博、馬越通有、冨田陽介、藪野　諭、菅原千明、伊達　勲

岡崎洋介、佐々木達也、駿河和城、細本　翔、米田　哲、亀田雅博、安原隆雄、柴田　敬、小林勝弘、伊達　勲

第60回日本定位・機能神経外科学会（Web開催）

第46回岡山脳研究セミナー

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

両側淡蒼球内節刺激術が有効であったDYT1ジストニアの一卵性双胎例

Rescue GPi-DBSが奏功したGNAO1遺伝子変異を有するジストニア重積の1例

脳梗塞モデルラットに対するカプセル化SB623脳内移植による治療効果の検討

頭部外傷後West症候群に対して半球離断術を施行した1例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本脳神経外傷学会（現地・Web開催）

第44回日本脳神経外傷学会（現地・Web開催）

第44回日本脳神経外傷学会（現地・Web開催）

安原隆雄

安原隆雄、湯本哲也、村井　智、中尾篤典、伊達　勲

菅原千明、安原隆雄、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

安原隆雄、伊達　勲

第126回日本解剖学会総会・全国学術集会、第98回日本生理学会大会　合同大会（Web開催）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脊椎・脊髄外傷　これだけは知っておきたい！（教育講演）

集中治療室管理を要した重症頭部外傷症例の長期予後（シンポジウム）

転倒を契機に脊髄損傷となり、外科治療を要した頚椎病変の2症例

中枢神経系疾患に対する細胞移植療法・電気刺激療法・リハビリテーション（シンポジウム）



2021年

2020年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 11th Annual Meeting of Asia Spine （Virtual Meeting）（国際学会）

WFNS Foundation ACNS Cambodia, Myanmar, Thailand and Uzbekistan Joint Web Seminar 2020 (Webinar)（国際学会）

第28回脳神経外科手術と機器学会

 ３．学会等名

Yasuahra T, Date I

黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、冨田祐介、安原隆雄、伊達　勲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

大熊　佑、篠崎広一郎、林田　敬、トレーシー　ケビン、菱川朋人、安原隆雄、大同　茂、伊達　勲、ベッカー　ランス

Yasuhara T, Umakoshi M, Kawauchi S, Yabuno S, Sugahara C, Date I

第46回日本脳卒中学会学術集会：STROKE 2021（現地・Web併催）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

The basics of spinal surgery for degenerative diseases (Keynote Lecture)

Full HD/4K/8Kシステムを用いた高解像度鏡視下手術（シンポジウム）

虚血再灌流障害急性期における高酸素投与の功罪

Treatment strategy for cervical spondylotic myelopathy: Opinion from a laminoplasty surgeon (Symposium)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第12回日本整容脳神経外科学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回脳神経外科手術と機器学会

安原隆雄、三國信啓、宮本　享、伊達　勲

佐々木達也、細本　翔、桑原　研、金　一徹、柴田　敬、亀田雅博、安原隆雄、小林勝弘、伊達　勲

守本　純、安原隆雄、伊達　勲

藤井謙太郎、黒住和彦、安原隆雄、冨田祐介、伊達　勲、山岡純三

第28回脳神経外科手術と機器学会

第28回脳神経外科手術と機器学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

頭蓋固定プレート・人工骨に関する合併症全国実態調査（合同シンポジウム）

難治性てんかんにおける頭蓋内電極留置と焦点切除の2段階手術を安全かつ整容にも配慮して行っている工夫（シンポジウム）

3Dデータを用いた手術シミュレーション

Novo TTF-A100（オプチューン）による膠芽腫治療時におけるウィッグ作成の試み

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本小児神経外科学会

第39回日本脳神経外科コングレス総会

第34回日本脊髄外科学会

黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、冨田祐介、安原隆雄、伊達　勲

安原隆雄、伊達　勲

守本　純、安原隆雄、金　恭平、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、伊達　勲

馬越通有、安原隆雄、守本　純、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

第34回日本脊髄外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

小児脳腫瘍に対する鏡視下手術（シンポジウム）

脊椎脊髄手術　事始め─安全確実な脊椎脊髄手術のために─（専攻医向けセミナー）

胸椎レベルに独立した脊髄空洞症を伴ったC1/2部血管芽腫の1例

片側椎弓切除による開窓で摘出を行った脊髄類皮嚢腫の1例



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回日本脊髄外科学会

第34回日本脊髄外科学会

第56回日本リハビリテーション医学会学術集会

 ３．学会等名

安原隆雄

安原隆雄

 ２．発表標題

 ２．発表標題

冨田陽介、安原隆雄、馬越通有、金　恭平、守本　純、亀田雅博、伊達　勲

河内　哲、安原隆雄、亀田雅博、冨田陽介、馬越通有、金　恭平、伊達　勲

第34回日本脊髄外科学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脊髄癒着性くも膜炎に対する治療戦略

中枢神経系疾患に対する再生医療とリハビリテーション医療の可能性（ランチョンセミナー）

キアリ奇形I型の手術におけるデュラウェーブ による硬膜再建の1例

高度下肢麻痺を呈し小児脊椎Langerhans細胞組織球症が疑われた1例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第31回日本頭蓋底外科学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脳循環代謝サマーキャンプ2019

木谷尚哉、杉生憲志、菱川朋人、安原隆雄、平松匡文、高橋　悠、村井　智、伊達　勲

黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、冨田祐介、安原隆雄、伊達　勲

安原隆雄、菱川朋人、黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、平松匡文、佐々木達也、伊達　勲

亀田雅博、徳山英二郎、妹尾貴矢、冨田陽介、伊達　勲

第31回日本頭蓋底外科学会

第31回日本頭蓋底外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ラット中大脳動脈閉塞モデルにおけるcrossed cerebellar diaschisis

トルコ鞍部・近傍病変に対する磁場式ナビゲーション併用高解像度鏡視下手術

頭蓋頚椎移行部腫瘍に対する治療戦略─5年間の自験例を振り返って─

斜頭蓋に対する手術による頭蓋底の歪みの改善効果の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本臨床脳神経外科学会

第22回日本臨床脳神経外科学会

第22回日本臨床脳神経外科学会

安原隆雄、菱川朋人、亀田雅博、黒住和彦、藤井謙太郎、平松匡文、佐々木達也、杉生憲志、伊達　勲

菱川朋人、平松匡文、安原隆雄、杉生憲志、伊達　勲

佐々木達也、細本　翔、桑原　研、金　一徹、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

安原隆雄、亀田雅博、佐々木達也、守本　純、金　恭平、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、金　一徹、桑原　研、細本　翔、岡
崎洋介、伊達　勲

第20回日本分子脳神経外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

大学病院脳神経外科と地域医療の連携

脳脊髄血管外科におけるfusion imageの有用性（シンポジウム）

岡山大学における脳深部刺激療法の入院・外来における他職種・他診療科連携と課題

中枢神経系疾患に対する細胞療法─基礎研究を行ってきた移植グループが国際共同研究に参加した経験─



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回日本脳腫瘍の外科学会

第24回日本脳腫瘍の外科学会

第53回日本てんかん学会学術集会

 ３．学会等名

黒住和彦、藤井謙太郎、安原隆雄、冨田祐介、山岡純三、伊達　勲

佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、金　一徹、桑原　研、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

安原隆雄、佐々田晋、豊嶋敦彦、守本　純、金　恭平、馬越通有、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

黒住和彦、亀田雅博、藤井謙太郎、冨田祐介、安原隆雄、伊達　勲

第26回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

膠芽腫に対するNovo TTF-A100（オプチューン）治療におけるウィッグ作製の試み

岡山大学てんかんセンターにおける新皮質てんかんの外科治療の検討

キアリ奇形および関連病態に対する最近の手術（主題）

Full HD/4K/8K内視鏡による経蝶形骨洞手術（シンポジウム）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

安原隆雄、亀田雅博、佐々木達也、伊達　勲

藤井謙太郎、黒住和彦、冨田祐介、亀田雅博、菱川朋人、安原隆雄、伊達　勲

佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、金　一徹、桑原　研、亀田雅博、安原隆雄、秋山倫之、小林勝弘、伊達　勲

馬越通有、安原隆雄、佐々木達也、村井　智、冨田陽介、河内　哲、藪野　諭、伊達　勲

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

中枢神経系領域における再生医療─脳神経外科での基礎と臨床における研究の現状と展望─

当院での高解像度3D外視鏡システムによるheads up surgeryの経験

新皮質てんかん38例に対する外科治療成績の検討

Parkinson病に伴う脊椎疾患に対する外科治療─術後2年の治療成績─

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

金　一徹、佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、桑原　研、藪野　諭、河内　哲、冨田陽介、馬越通有、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

桑原　研、佐々木達也、岡崎洋介、細本　翔、金　一徹、藪野　諭、河内　哲、冨田陽介、馬越通有、亀田雅博、安原隆雄、伊達　勲

河内　哲、安原隆雄、馬越通有、冨田陽介、藪野　諭、亀田雅博、伊達　勲

藪野　諭、安原隆雄、亀田雅博、河内　哲、冨田陽介、馬越通有、伊達　勲

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

パーキンソン病モデルラットに対する迷走神経刺激療法の有効性

パーキンソン病モデルに対する持続脊髄電気刺激療法の有用性

脊髄症状を呈した悪性リンパ腫の3例

当科における脊髄癒着性くも膜炎に対する治療



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

（一社）日本脳神経外科学会第78回学術総会
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